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所在地：東近江市芝原町  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

布引運動公園陸上競技場（布引

グリーンスタジアム）のある布引

丘陵上の平
へい

坦
たん

面
めん

には、広い範囲で

須
す

恵
え

器
き

（古墳時代から奈良時代の

焼き物）の散
さん

布
ぷ

が認められている

芝原南遺跡（芝原町）が、布
ぬの

引
びき

丘
きゅう

陵
りょう

の南斜面に八日市壺
つぼ

焼
やき

谷
だに

遺
い

跡
せき

があります。 

工事の前に実施した発掘調査

では、７世紀後半から８世紀初頭

にかけての須
す

恵
え

器
き

窯
かま

跡
あと

２基と灰
はい

原
ばら

（失敗品を捨
す

てた場所）、竪穴

建物跡と焼
やき

歪
ひず

んだ土器を廃
はい

棄
き

し

た土
ど

坑
こう

などが発見されました。 

遺遺 跡跡 のの 概概 要要  

八日市壺焼谷遺跡の窯跡と竪穴建物跡 

 

A 窯（右）全長8.5ｍ 

B 窯（左）全長9.4ｍ 

3 万点以上の須恵器が出土しています。 

須恵器窯の隣から竪穴建物が検出されて

おり、工
こう

人
じん

が泊り込んで作業をしていたと

思われます。 

 

芝原南遺跡の調査（矢印部分が八日市壺焼谷遺跡） 
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布引丘陵の南斜面には黒
くろ

丸
まる

西
にし

遺跡（須恵器窯８基・芝原町）、黒丸

北遺跡（須恵器窯10基・柴原南町）および南黒丸遺跡（須恵器窯６

基・柴原南町）があり、東側の日野町へ続いていきます。これらの窯

跡は奈良時代の終わりごろ（８世紀中葉）まで須恵器を焼き続けてい

ました。 

芝原南遺跡の発掘調査では、須恵器を作っていた工
こう

人
じん

が生活をして

いたと思われる竪穴建物跡３棟と焼
やき

歪
ひず

んだ土器を廃
はい

棄
き

した土
ど

坑
こう

など

が発見されました。 

 

八日市壺焼谷遺跡作業風景 
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★八日市壺焼谷遺跡には・・・ 
 

八日市壺焼谷遺跡の須恵器窯跡は、布引運動公園の一角に遺跡

ゾーンとして保存されています。 

 

八日市壺焼谷遺跡出土須恵器 

所在地 ：東近江市芝原町 

アクセス：近江鉄道大学前から徒歩 15 分 

名神高速道路八日市 I.C より車で 10 分 

 

焼歪んだ須恵器を廃棄した土坑と竪穴建物跡 


